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ill. 単量体と二量体陽イオンラジカルの ESR による研究
五塩化アンチモンを酸化剤とする系ではナフタリンメチル置換体を対象とし、1.4- ジメチルナフタ







サンドウイツチ型を考え、上下の分子の重なった原子聞のみに共鳴積分を考慮した Huckel MO 計算
を試みた。この結果単量体と二量体の超微細結合定数の関係を説明することができた。この二量体は
二種のサンドウィッチ構造が可能で、両構造に対する明確な差異は Huckel MO の計算結果からは見
いだされず、 SCF-MO 法によるエネルギ一計算から構造の妥当性を判定した。
二量体の重なった原子聞のみに重なり積分を考慮した Huckel MO 計算をさらに1.2- ジメチルナフ
タリン及びすでに報告されている交互炭化水素、メチル置換体の二量体にも適用した。
























続いて、 SCF MO 法による π電子系エネルギーの近似計算から、この二量体イオンラジカルの構
造が、それぞれナフタリン環が上下に正しく重なり、他方、メチル基がそれぞれ互に上下の重なりを
持たぬように配置されたものであると推定した。さらに種々のジメチル置換体二量体の成因を検討し、
主として二量体形成に伴う π電子系共鳴エネルギーの増加によると考えて実験例を説明できることを
示した。
吉見君のこのような成果は、陽イオンラジカルの電子状態に関する議論を進める上に大きく貢献す
るものであり、さらにその反応性に関する知見は、酸化反応機構の解明に有用と考えられる。よって
本論文は、理学博士の学位論文として十分価値あると認める。
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